
【2班①】

令和３年度高砂堀水路対策工事

[河北建設株式会社 ]



１．工事概要説明書



1

2

3

4

5

1

着工　　令和 3 年 11 月 5 日～ 竣工 　令和 5 年 3 月 31 日 2

契約年月日 令和 3 年 11 月 4 日 3

￥ 第1回変更　　\　 298,684,100　－ 4

内消費税 ￥ \　  27,153,100　－ 5

水路表面補修工（増厚工）

鉄筋金網設置　、　Ｐコン仕上げ

の維持向上を図る工事である。（施工延長=2,200m）

水路表面補修工（表面被覆工）

河川土工(掘削工)　 　V=580m3 水路表面補修工(増厚ｺﾝｸﾘｰﾄ)　A=1,034m2 底版モルタル吹付け

水路補強工(腹起設置)　 　A=2,270m 水路表面補修工(表面被覆)　　A=1,530m2

水路補強工(切梁設置)　 　N=463本 水路表面補修工(底版ｺﾝｸﾘｰﾄ)　V=330m3

水路表面補修工(高圧洗浄)　A=3,100m2 水路表面補修工(汚泥処理工)　V=730m3 4 人

人

6 社 13 人 人

休業４日以上 0 件 1 月 15 日 現在 延べ労働者数 3,141 人

休業４日未満 0 件 1 月 15 日 現在 延べ労働者時間 25,128 時間 17 人

11 安 全 施 工

サ イ ク ル

実 施 状 況

13:00 ～ 週間工程打合せ

8:30 ～ 場内一斉清掃

災害防止協議会の開催　毎月第4木曜日

安全大会・月例点検　毎月月初め

店社パトロール　毎月1回

新規入場者教育

作業手順教育

協力業者パトロール

※ 添付資料（月間工程表・平面図）

16 そ　の　他

13:00 ～
15 主要協力業者

毎週 金曜日

毎週 金曜日

16:45 ～ 持ち場後片付け・終業時の確認

統括安全衛生責任者による現場巡視「午前・午後」

8:00 ～ 朝礼・ラジオ体操・ＫＹ活動

安全工程打合せ

3

1

2

人人

3

2

三　次

1

2

2

一　次

㈲佐藤重機興業

㈱東日本基礎

㈱ﾌﾟﾛﾌｧｲﾌﾞ

㈲能田工業

2

㈱令来ｸﾘｴｲﾄ

㈱富士工業

㈱BLUE WOOD

二　次

㈱三鈴

㈲輝誠工業

人

3

1

1

4

㈱ｴｰｴﾑｼｰ警備

高圧洗浄工、表面被覆工

河川土工、底版ｺﾝｸﾘｰﾄ工、増厚工

工　種

河川土工、補強工、増厚工

交通管理工

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工

残土処理工

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ工

補強工

補強工

㈱ﾔﾏｺﾝ

㈲針生産業

㈱KOYAMA技建

％

作業所安全衛生スローガン

安全管理重点項目

対　　策

元請職員

266,200,000　－

作業指示・作業計画による安全管理徹底

各種教育会議体による伝達周知の徹底

　経年劣化により水路機能が低下している高砂堀の護岸補修、補強工事を行い。水路機能

週　　間

毎　　月

随　　時

８ 工 事 概 要

９ 進　捗　率

10 安 全 成 績

日　　常

令和 5 年 1 月 18 日　現在

７ 施 工 形 態

協力業者
85.00

13 本日の主な作業

令和5年1月18日 現在

14 本日就労者数

単 独 工 事

24,200,000　－

（別途工事業者）

合　　計

機械設備業者

電気設備業者

Ｊ Ｖ 工 事

工　事　概　要　説　明　書

４ 設 計・監 理

５ 工　 　期

６ 請 負 金 額

１ 工 事 名 称 12 安全衛生活動

２ 工 事 場 所

３ 発　注　者

無災害完工（無災害記録：28,000時間目標）

リスクアセスメントによるリスク低減作業手順書の策定と運用

㈱新東洋技術コンサルタント

重機災害の防止

吊り荷落下災害による事故防止

第三者災害の防止

令和3年度　高砂堀水路対策工事

仙台市若林区卸町3丁目～卸町東2丁目地先

仙台市（経済局　農林部　農林土木課）
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高圧洗浄清掃

H鋼切梁

コンクリート柵渠

親杭（Ｈ鋼）

コンクリート底張（新設） t=200

底版掘削　t=200
圧縮強度　18N/mm2以上

基礎砕石,RC-40 （新設）  t=150
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D13 L=420mm(0.68本以上/m2)

D10 100×100

鉄筋金網
σck=18N/mm2

増厚コンクリート

アンカー

D13 L=420mm(0.68本以上/m2)

アンカー
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高圧洗浄清掃

コンクリート切梁

付着強度　1.0N/mm2以上
下地処理(高圧洗浄)＋プライマー塗布
圧縮強度　21N/mm2以上
ポリマーセメントモルタル（t=10mm以上)

表面被覆工(底面)

コンクリート底張

コンクリート柵渠

150 130 130 150

7555 5575

75

D13 L=550mm(@1.0m)

アンカー

D10 100×100

鉄筋金網 σck=18N/mm2

増厚コンクリート

計画平面図（農林土木課管理区間）

①底版コン無し

②標準断面図（TYPE-H1,H2）

②底版コン有り

①標準断面図（TYPE-F）
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工事名：令和3年度 高砂堀水路対策工事 進捗率
工　 期：令和3年11月5日～令和5年3月31日 9 月末　予定 ：
請負者：河北建設株式会社　 9 月末　実施 ：

10 月末　予定 ：
5年
1月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

準備工

搬入 切梁
腹起

補強工
切梁・腹起設置 錆止め塗装

水路表面補修工
高圧洗浄工

汚泥処理工
No.31+87～No.33+48 H2上流部カルバート内 H2下流部カルバート内

表面被覆（吹付）
型枠(No.34+80～No.35+34) 型枠解体 型枠(No.35+34～No.35+88) 型枠(No.35+34～No.35+88) 型枠解体

増厚工 アンカー削孔・金網設置・セパ溶接 金網設置・セパ溶接 アンカー削孔・金網設置・セパ溶接

13.5m3 13.5m3

増厚コン 打設⑬ (予備) 冬期養生解体 冬期養生 打設⑭ (予備) 冬期養生解体

46m3

底版コンクリート工 冬期養生 打設⑦ (予備) 冬期養生解体

仮設工
水替工

環境通水停止希望日 増厚コン・底版コン打設予定のため 高圧洗浄・底版表面被覆・増厚コン打設予定のため

通行止め予定
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不稼働率 略図

暦日31日 休日13日

稼働予定18日

不稼働を考慮しないネット

仙台水産第二センターさま

工種 種別・数量等

1　月　度　　　月　間　工　程　
作成：令和5年1月16日
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※H2区間断面図



着　　工　　前　　　【　NO.28+57～NO.36+64（農林土木課管理区間）　】

現　　況　　　【　NO.28+57～NO.36+64（農林土木課管理区間）　】

1 / 2 ページ



着　　工　　前　　　【　NO.36+64～NO.50+57（下水道共用区間）　】

現　　況　　　【　NO.36+64～NO.50+57（下水道共用区間）　】

2 / 2 ページ



２．パトロール点検表
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３．好事例・改善報告等



工 事 名 称

施 工 業 者 点検年月日

番　号
別添資料
の有無

1 －

2 －

3 ○

4 ○

5 －

6 ○

7 ○

8 ○

9 －

10 ○

11 －

－

令和4年度 仙台労働基準監督署･仙台市合同安全パトロール（第3）好事例・指導事項改善報告書

令和3年度　高砂堀水路対策工事

令和5年1月18日河北建設株式会社

好事例・ 指導事項 改善内容

ックと飲酒者に対するアルコールチェックを徹底していたこと。

みならず、作業終了後の確認も実施されていたこと。また、前日の飲酒チャ

「体調管理調査表」による作業者の体調確認について、作業開始前の確認の

ックのみならず、高血圧者、服薬者等に対するフォローがなされていたこと。

元請における新規入場者等に対する確認がしっかりなされており、書面チェ

作業手順書において、リスクアセスメントの再評価を実施していたこと。

安全協議会への不参加者に資料を送付していたこと。

労基署への届出書等の確認を店社を含めて実施していたこと。

現場昇降設備（仮設階段）の登り口に泥靴の洗い桶が配置されていたこと。

コンクリートホッパーに空重量と積重量が表示されていたこと。

現場詰所にワイヤー、チェーンスリング等が壁掛け管理されていたこと。

現場休憩所に灰皿、消火器が配置され、灰皿には水が入っていたこと。

いたこと。

下請負契約者作成の作業手順書において、不足事項には元請が追加指導して

他現場における災害の水平展開について、当月の災害が速やかに共有、周知

されていたこと。



工 事 名 称

施 工 業 者 点検年月日

番　号
別添資料
の有無

令和4年度 仙台労働基準監督署･仙台市合同安全パトロール（第3）好事例・指導事項改善報告書

令和3年度　高砂堀水路対策工事

令和5年1月18日河北建設株式会社

好事例・ 指導事項 改善内容

12

○

ださい。

【改善ではなく検討願います】

現場巡視記録の内容について、脚立、梯子等からの墜落災害が多発している

おりました。

講習会受講時に労働基準監督署の講師より、脚立・梯子等からの墜落

ことから、脚立等用具の使用状況についても確認項目とすることをご検討く 災害が多発しているという話を聞き、R4.12より確認項目に追加して
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